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耐エロージョン性に優れた材料は，硬さ (Ht )と破壊靭性値 (Kct) が共に大きいこと，すなわち摩耗










第 6 章では，市販の 1 3 種類のアルミナセラミックス， 1 0 種類のセラミック工具を同ーの条件でエロ
ージョンし，これらのセラミックスの摩耗も第 2 章で明らかにした関係に従うことを示している。
第 7章では，第 2章から第 7章までの結果を総合的に考察し，本研究の工業および、社会への寄与につい
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て述べている。
第 8章では，本論文の成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
機械部材用セラミックスは，金属よりも優れた耐熱性と，耐摩耗性を有する乙とから，ターボチャージ
ャーのローターやタービンのような回転用部材として過酷な条件下で使用されるが これらの材料では耐
サンド・エロージョン性が問題となる。本論文は耐サンド・エロージョン性に優れたセラミック材料を開
発するために行なった研究をまとめたもので 次の成果を得ている。
(1) 耐エロージョン性に優れたセラミック材料は硬さと破壊靭性値がともに大きい乙とが必要である乙と
を明らかにし市販の各種のアルミナセラミックスとセラミック工具を使った実験で，乙れを実証して
いる。
(2) セラミックスの硬さと衝突する粒子の硬さの比がエロージョンに大きく影響する乙とを見いだし乙
の硬さ比と粒子の衝突エネルギーを基にエロージョンの機構を説明することができることを示しているo
(3) 正方晶ジノレコニアは，粒子の衝突によって応力誘起変態を起乙し 材料表面に圧縮の残留応力を形成
するために破壊靭性が大きくなり，脆性破壊に基づくエロージョンがお乙りにくくなる乙とを明らかに
している。
(4) 炭化けい素を粉末またはウイスカーとして窒化けい素またはアルミナに複合した材料は硬さと破壊靭性
がともに大きく，単一セラミックスよりも優れた耐エロージョン性を示すことを明らかにしている。
以上のように，本論文は，今後，より重要となる耐エロージョン性に優れた構造用セラミックスの開発
に関して重要な知見を与えるもので，材料工学の発展に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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